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概要 

 

本稿では、全国消費実態調査のミクロデータに基づき、マクロ統計と整合的でありなお
かつ世帯属性別に分析が可能な貯蓄率のデータを構築した。かつて国際的にも⾼かった⽇
本の家計貯蓄率は、ほぼゼロになるまで急激に低下している。ライフサイクル仮説に基づ
けば⾼齢化の進展によって貯蓄率は低下することが予想されることから、貯蓄率の低下の
主因は⾼齢化と考えられている。ここでは、複数のミクロデータを補完的に⽤いて国⺠経
済計算と整合的なデータを構築し、⾼齢化が貯蓄率の低下に与えた影響を計測した。その
結果、単純な⾼齢化によって説明できる貯蓄率低下は、全体の1/4程度であった。さらに、
⾃営業等の世帯の減少という就業⾏動の変化も考慮し、⾼齢化の影響を計測しても全体の
1/3しか説明できなかった。 
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